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英 語
１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率(％)
人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ No.1 ９９.７ １ ８５.２

１００ １ ０.２ １ No.2 ９１.４ ２ ② ５４.２
９０～９９ ５３ ８.２ No.3 ９４.８ ３ ③ ６２.０

８０～８９ ９３ １４.３ No.1 ７５.７ ３ ５６.６

７０～７９ ８４ １２.９ １ ２ No.2 ６３.２ ４ ３２.９

６０～６９ １０１ １５.５ No.3 ６３.９ 小 計 ５４.０
５０～５９ ９７ １４.９ No.1 ６５.８ １ ８０.２

４０～４９ ９０ １３.８ No.2 ６６.３ １ ２ ４８.９

３０～３９ ６５ １０.０
３

No.3 ２９.８ ３ ４８.８
２０～２９ ４６ ７.１ 小 計 ７１.６ (1) ８２.６

１０～１９ １７ ２.６ ① ９２.２
４

２ (2) ７８.５

１～ ９ ３ ０.５ ② ８３.５ (3) ５６.４

０ ０ ０.０ １ ③ ８４.６ ３ (1) ５１.１
２

④ ７１.７ (2) ２８.９
＊合格者の中から、無作為に抽出した ⑤ ６８.８ 小 計 ５７.９
６５０人(12.9％)の結果である。 ２ ５９.１ １ ８２.６

小 計 ７５.３ ２ ７４.３
＊％の数値は、小数点第2位を四捨五入 １ ３ ５３.７

したものである。 ４ ６２.５

５
５ ６５.８

２ ３５.１

３
１ １０.５

２ １１.４
４ ６５.０

５
１ ４６.５
２ １８.９

小 計 ４７.１
〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大 問 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

１ リスニング ６６.０ ７３.４ ６６.９ ７３.４ ７１.６

２ 対話文読解 ６０.９ ７３.６ ７２.０ ６４.０ ７５.３

３ 文章読解・活用・表現 ※ ５６.０ ４８.９ ５１.６ ４５.４ ５４.０

４ 表現力 ５５.９ ５０.９ ３９.６ ５５.６ ５７.９

５ 長文読解 ３５.４ ４３.５ ３１.５ ４３.３ ４７.１

※平成24、25年度の３の内容は、文章読解。

２ 分析結果の概要

合格者の英語の平均点（※）は、58.0点で、昨年度と比べ上昇した（昨年度53.6点）。
（※）平均点は全日制すべての合格者5,037人のものである。

〈表１〉について、70点以上の人数は35.6％で、昨年度と比べ増加した（昨年度27.4％）。
40点未満は20.2％で、昨年度と比べ減少した（昨年度23.4％）。平均点を中心として、ほぼ
正規分布となっている。

〈表２〉１のリスニングの正答率は71.6％で、昨年度と比べ低かった（昨年度73.4％）。
大問別でみると、５の長文読解の正答率が低かった。対話文を完成させる適切な英文を選ぶ
問題(２ 1①～③)、情報活用の基本問題(３ 1)、語句を並べかえる問題(４ 1の1、2(1))、

対話文を完成させる適切な単語を選ぶ問題５ 1の1の正答率は高かった。

〈表３〉について、１のリスニングを除く、２～５は、昨年度より正答率が高かった。
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３ 標準解答及び大問ごとのねらい

１〈標準解答〉

１ No.1 ウ No.2 ア No.3 イ

No.1She is （例）( under )( the )( tree ).
２ No.2( Yes ), ( they )( are ).

No.3The person is ( playing )( the )( guitar ).
３ No.1 イ No.2 エ No.3 ウ

〈ねらい〉
自然な口調で話される英語を聞いて、内容に合う絵などを選ぶ問題や、絵を見ながら問

いを聞き取り、英語で答える問題、まとまりのある英語を聞いて、内容に関する質問の答
えを選ぶ問題を通して、英語で話される具体的な内容の要点等を、正確に聞き取る能力を
みる。

２〈標準解答〉

１ ① エ ② ア ③ イ ④ オ ⑤ ウ

２ ウ

〈ねらい〉
エネルギーについての対話文を読み、対話の流れに合うように適切な英文を選ぶ問題や、

対話に出てきた内容を正しく表しているグラフを選ぶ問題を通して、英語で対話を構成し
たり、内容を正しく理解したりする能力をみる。

３〈標準解答〉

１ Friday ２ ② カ ③ ア

３ エ

４ She (（例）has to go to the main entrance ).

〈ねらい〉
与えられた情報の中から必要な情報を取り出す問題や、内容を整理したり、理解したり

する問題、内容をもとに初歩的な英語を用いて状況を説明する文を書く問題を通して、情
報を取り出して活用し、英語を正しく理解したり表現したりする能力をみる。
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４〈標準解答〉

１
１ It ２ about
３ if
(1) ( Whose racket is ) this?

２ (2) I think this is ( the most beautiful place ) in Miyazaki.
(3)Could you ( ask her to call me ) back?
（例） 人 と 話 す こ と が で き た り , 私 た ち

３
(1) が ど の よ う に 感 じ て い る か を 理 解

し よ う と し た り す る 。

(2)（例）I want to use them when I clean my room.

〈ねらい〉
与えられた短い対話文から場面を判断し、適切な語を答える問題や、指示された語を並

べかえて正しい英文を書く問題、まとまりのある英語を読んで、その内容を正確に読み取
り、日本語でまとめる問題、自分の考えを英語で表現する問題を通して、日本語を含めた
言語に関する能力をみる。

５〈標準解答〉

１ １ オ ２ カ ３ イ ４ ア ５ エ

２ a Western cake with white cream
３ １ （例）自分を満足させる ２ （例）他人を満足させる

４ イ オ

５ １ clear ２ active

〈ねらい〉
ある程度の長さをもつ英語の文章を読み、概要についての対話文を完成させる問題や、

大切な部分を的確に読み取る問題、本文の主題を理解しているかを問う問題等を通して、
書かれた内容や考え方などを正確に読み取る能力をみる。
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４ 小問ごとの内容及びねらい

出題形式 評価の観点 正
記号 記述 記述 表現 理解 答大問 小問 内容 出 題 の ね ら い
選択

・ ・ の の 知識
率英語 日本語 能力 能力

No.1
自然な口調で話される英語を聞いて、

99.7
１ No.2

内容を正確に聞き取り、理解できる。
○ ● 91.4

No.3 聞く 94.8
No.1 こと

絵を見て、その絵についての英語の問い
75.7

１ ２ No.2 ・
に、英語で答えることができる。

○ ● ● 63.2
No.3 書く 63.9
No.1 こと まとまりのある対話文の内容を正確に 65.8

３ No.2 聞き取り、質問の答えを選ぶことがで ○ ● 66.3
No.3 きる。 29.8
① 92.2
② 比較的長い対話文を読んで、話し手の 83.5

１ ③ 読む 伝えようとする内容を理解し、適切な ○ ● ● 84.6
④ こと

英文を選ぶことができる。 71.7
２ ⑤

・
68.8

話す
英語の対話文を読んで、その内容に合２ こと
うグラフを選ぶことができる。

○ ● 59.1

１ 英語の情報を基に、初歩的な英語を書
くことができる。

○ ● ● 85.2

②
英語の対話文を読んで、その内容に

54.2

３

２ 読む
合った語句を選ぶことができる。こと

○ ●

③ 62.0・
書く

英語の対話文を読んで、その内容に３
こと

合った英文を選ぶことができる。
○ ● ● 56.6

英語の情報を基に、初歩的な英語を用４
いて英語で書くことができる。

○ ● ● 32.9

１
適切な単語を用いて、伝えたい内容の

80.2
１ ２

英文を完成することができる。
○ ● ● 48.9

３ 48.8

２
(1) 書く 正しい語順や語法を理解し、伝えたい

82.6
(2)

こと 内容の英文を構成することができる。
○ ● ● 78.5

４
(3)

・
56.4

読む 英文の内容を正確に読み取り、日本語
(1) こと でまとめることができる。

○ ● ● 51.1

３
英文を理解し、適切な英語を用いて、(2)
自分の考えを正しく書くことができる。

○ ● ● 28.9

１
まとまりのある英文についての対話文

82.6
２

を読み、本文の内容と照らし合わせな
74.3

１ ３
がら、適切な英語を選ぶことができる。

○ ● ● 53.7
４ 62.5
５ 65.8

英文の内容を理解し、適切な部分を本２
文から探すことができる。

○ ● 35.1

１ 読み取った英語の内容について、日本
５ ３ 語を使って自分の言葉で説明すること ○ ● ●

10.5

２

読む

ができる。 11.4こと

英文を読んで正しく理解し、本文の内４
容に合う英文を選ぶことができる。

○ ● 65.0

英文とそれについて書かれた感想文と 46.5
５

１
を読み比べて、本文の内容に合う適切 ○ ●

２ な語を書くことができる。 18.9


